症例　47歳　女性
【主訴】不安発作

【現病歴】30歳時に蝶形紅斑と微熱、白血球現症でSLEの診断を受けた。その頃より不安発作が出現し、調子が悪い時には外出先で突然、動悸と不安感で動けなくなってしまうことがある。また、後頚部〜頭部の頭重感と不眠に悩まされている。【服薬歴】デパス3錠分3　ミオナール2錠分2　ディオバン(80)１錠分１　ノルバスク(5)１錠分1　　ソラナックス1〜2錠頓用
SSRI/SNRIでは気分が悪くなり、更にベンゾジアゼピンン系を増量すると眠気と倦怠感が強くなる。

【漢方的所見】

イライラしやすい、同時に憂鬱になりやすい。突然顔が熱くなることがあるが、実際には赤くない。口の苦味あり。やや自罰的だが、他人当たることもある。　眼が疲れやすい。筋痙攣あり。45歳で閉経　月経痛はつよく、凝血塊があった。

脈診：両側弦脈　舌診：舌下静脈やや怒張

腹診：胸脇苦満軽度あり

【経過】

加味逍遥散エキス7.5g分+桂枝茯苓丸エキス7.5g分3

不安発作時：甘麦大棗湯エキス2.5〜5g頓用

デパス・ミオナールの常用からは離脱。約半年の加療の後、四物湯エキス7.5g分3+四逆散エキス7.5g分3、メイラックス(1)1錠分1（降圧薬はディオバン80mgのみ）に変更。

状態安定のため、約6か月自己中断。再度、四物湯エキス7.5g分3+四逆散エキス7.5g分3、メイラックス(1)1錠分1（降圧薬はディオバン80mgのみ）を再開。3か月程度は経過が良かったが、２人の息子のダブル受験・仕事の再開などのストレスにより不安発作再発。買い物をしていても突然の強い不安感・動悸のために動けなくなり、デパスを使用する。

加味帰脾湯7.5g分2+メイラックス(1)2錠を内服しても症状は大きな変化を見せなかった。また、血圧も上昇傾向でディオバン80mgを内服していても160〜150/100〜90mmHgを示すようになった。

【漢方所見】

ちょっと気がかりにことや何かをしなくてはいけないと考えると強い不安感に襲われ、動悸感が襲い動けなくなる。胸に突き上げてくる感じではない。手足はほてる。胸がもやもやする。眠りが浅く、悪夢を見やすい。眼が疲れやすく、腰もだるい。ため息は多くない。やや驚きやすくなったが極端ではない。決断力が鈍っているわけではない。食欲あり。やや便秘。

<望診>眼のギラツキは低下　　やや目に精気が乏しい　両側頬部の赤みが強い

舌診：舌苔　薄白　　　舌体：舌尖部赤　舌下静脈の怒張なし

<切診>両側：軽按でやや実、重按で細　　両側尺脈：やや虚
